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↑

』

邦
写
り

１
１

惚
淋
少
勉

汎
卿
＃
緋
川
小
‐ 寸

戎
脚
吟
う

』
泊
車

ウ

』ハ I ら
篭 乞，

山二激流も蕊緬
魑愛信詮応な騒山だ

触萬敬狩満協迭篭

機禰凝列･蕊塑鯏淘

蝋
燃
吋

|：

侭
、



ー

’

b

一
・
‐
“
〃
”
”
舛
三
部
》
》
一

按
妙
農
＃
胸
Ｉ
翠
堂
を
必
妙
↑
す
ん
尋
・
露
乞

一
焔
凌
履
彫
り
厳
琴
ｌ
忠
邊
４
１
錘
と
鈴
４
ふ
咋
為
必
ぅ
影
砂
将
雷
一
一

一
塁
の
脇
穏
Ｉ
吟
点
〃
Ⅱ
謹
久
ｙ
１
Ａ
Ｉ
ｌ
〃
ｆ
う
り
腸
箸
鋤
一
一

馳
肇
珍
隣
〆
擁
列
萌
ｔ
Ａ
イ
低
鎚
５
Ｊ
溌
丁
：
一
拾
一

ふ
う
＃
ｒ
Ｊ
ｌ
を
ｒ
９
緯
２
Ｊ
鳥
‐
り
脇
》
織
幽
一
一

一
一今

一
】

妙

竜
丁
妙
壺
＄
刃
蔚
愁
侮
毎
尚
・
ワ
篭
ｊ
呼
齢
牙
‐
態

ノ
、
聯
を
議
吻
沖
１
機
ソ
暇
妄
索
う
錫
仙

嘩
蝿
蓉
？
も
や
鳶
１
＃
豊
科
ｊ
㈹
夢
．
手
愈

‐
‐
＄
呼
鮮
乳
膨
歓
榊
範
撫
」
畠
γ
亨
蕊
隠
嘆
仙
瓜
爪

え
”
唾
坊
〃
鞄
１
１
織
惣
悪
蛉
総
計
，
卜
夢
靭

‐
ゞ
堕
蛾
イ
亀
舟
亀
ｇ
１
ｊ
；
；
向
／
４
４
欺

舟
〃
Ｉ
幻
？
…
え
‐
ｚ
ｊ
漉
紡
ゾ
イ
リ
沁

塊
盾
ｆ
１
Ｊ
ｂ
ノ
ー
脚
〆
呼
‐
り
Ｌ
ｒ
Ｉ
ｒ
人
Ｊ
』
り
妬
の
１

ノ
お
紗
轡
ｙ
ｌ
銘
や
り
粥
嘩
埼
～
島
皐
う
い
奇
咋
１

叩
．
瀞
似
Ｉ
ｆ
焔
＃
伽
哨
〃
～
仏
参
１
脚
ゾ
芽
ｊ
鳩
ｊ
仏

囎
い
り
農
＃
咋
恥
〃
ｌ
理
・
＃
シ
紗
ぽ
い
御
ゾ
キ
ｊ
妙
鄭

ゐ
ゑ
瀞
零
脅
髪
も
遥
寿
咄
；
紙
寸
刻
号
』

樗
崎
乱
獲
を
拷
１
‐
～
７
雛
玲
峰
ノ
優

轟
脇
り
常
ｊ
；
畷
、
～
、
寄
島
‐
釧
泌
ｒ

移
掛
ｌ
ら
参
？
働
き
ｉ
ｆ
葡
幽
珍
霧
鏡

を
紅
鎮
２
警
吟
や
聯
坪
ふ
縫
均
郷
！
‐

’

｜
に島、

a

娩耕尭雰徴慰

護銭珍松鯨点鍾

零徴慰
●

鯨点鍾

娩耕尭

護銭珍払

儲穐代瀧アキ

燐裟峯薫彙
儲穐代瀧アキ

燐裟峯薫彙

＝

』I 一

一
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’ 蕊襲

進惟

請裏弾
申
賜
べ

茎
LD，

■

と
催 、

飛
魚
洲 曇7莞

、

’

甥
鍾
瀝
吟
重
却
‐
の
ｖ
笹
唱
少
訓
や
１
１
凧
ノ
慨
岬
李
淳
～

峰
ゑ
ち
り
き
瑚
忌
毒
、
ｌ
壷
も
億
く

“
●
４

傘
玲
４
１
ノ
む
露
Ｉ
争
わ
』
り
ふ
も
悌
脅

堪
ｂ
鮮
忽
１

１場
典
も
幼
く
１
４
ゑ
せ
威
識
州
鋤
か

崎
ノ
炎
↓
ぞ
§
艇
室
’
し
、
＃
潟
く
何
毛

４
１
島
遙
ｌ
孔
了
珍
竜
島
通
ｆ
も
毒

●
Ｅ
ｄ

ｊ
ノ
ヘ
い
鷺
，
う
Ｙ
跨
ぐ
蝋
哩
零
心
い
ゑ
嘘
《
吟
淘
／
刊
Ｊ
秘
Ｗ
・
砕
洪
〃
吟
八

〃
２
卿
１
ぃ
壁
〃
星
‐
ぬ
や
祁
形
射
恢

§
代
Ｔ
ｆ
ツ
会
～
’
銘
、
り
勤
～
ぬ
陰
迩
＄
や
惚
噺
〆

洲
い
う
い
，
鄭
也
ム
も
‐
う
ち
ｊ
γ
＄
ら
う
恥

鶴
黛
～
Ｉ
礒
唯
奥
場
１
叩
頒
訓
川

ふ
う
ｊ
＃
為
割
叩
●
喝
ｊ
為
ｊ
４
ｑ
γ
弛
令
設

鴫
毒
痢
浄
心
や
も
‐
稲
臘
ｊ
、
患
ふ
泡
？
妙
含
」

ぞ
猛
り
お
卿
を
郷
‐
ｊ
‐
藤
八
吋
Ｊ
尊

吃
ろ
幾
叉
や
琴
ぞ
ｊ
営
管
塁
碆
挙
可
チ
ゐ

ハ
△
窓
も
戎
月
〃
人
ノ
傍
厳
う
り
参
●
参
参
’
抄
湫
誹

噛
蛎
レ
ツ
ゾ
１
Ａ
ド
ア
１
よ
鵡
刎
～
３
１
ヶ
，

皇
可
狩
履

や
の
く
／
、
ノ
も
弛
蜘
』
ノ
身
１
１
１

９

１
シ
ん
小
龍
鯏
叩
演
厳

裏
こ
し
１

裏
考
彰
，

■

I
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ

４
句
ｊ
此
ノ
Ａ
Ｉ
ノ

一

｛

リう
絶
ワ
蕃
鎚

↓

ｑ

■

ｒ

Ｉ

Ｈ

Ｌ

■

■

‘＆
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上

』
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グ
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一
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』

一
箸
‐
ゑ
ぜ
言
重
や
長
も
星
必
も
紙
ｔ
４
Ａ
円
裳
岳

・
恋
劣
や
津
も
る
も
獅
黒
７
、
斜
１
機
〃
’
；
腹
腿
露

ｊ
ｌ
０

９

ｚｅ

－
ゞ
必
診
嘩
藤
；
曇
巧
‐
～
心
督
＃
／
勺
れ
う
峰
？
Ｖ
Ｍ
Ⅱ
し
総
ｚ
礎

一
辨
鰄
獅
澱
城
繩
揃
郷
搬
懲

－
１
１
ト
ー
ｌ
側
峠
Ⅷ
Ⅲ
Ⅲ
叫
脚
Ⅷ
Ⅷ
１
Ｍ
似
Ｍ
川
Ⅲ
Ⅲ
１
Ｍ
似
い

・
恋
劣
や
孝
り
る
乞
営
７
、
斜
１
拶
押
；
負
露

筌
＆
ゑ
鑿
ァ
重
↓
ャ
長
ら
星
必
も
紙
を
ｊ
八
円
裳
岳

必
蓬
斗
勃
曇
巧
‐
～
心
埒
げ
ろ
れ
う
拷
了
ｙ
附
し
総
髭

鵬
、
象
圭
競
ｊ
零
ぐ
ぞ
１
足
ｆ
ち
ｊ
序
泌
八
隻
此
豪

農
も
蕃
蒋
詰
誇
？
雀
ｊ
か
ｔ
菅
？
農
の
坪
７
免
感

一
粥
ふ
輔
Ｊ
〃
を
幻
鼻
島
葱
あ
ｘ
ｊ
ら
茜
ぐ
ち
ム
プ
ノ
鐙
嬢
山‐

一
締
葦
隼
澗
Ｔ
ｊ
１
争
撒
徽
州
州
郷
九

零

人
狐
〃
汀
計

；

一
一
つ
り
一

一一
し
』
抑
可
ノ
ヘ
ー
，
ノ
少
、
釦
一

や
～
叫
吋
に
↓

澱
都
・
典
ノ
ヤ
鼎
可
一
脇

一

寺

■

群
も
命
量
膨
１
の
漁
〃
曙
，
９
ケ

一
Ⅷ
Ⅷ
》
舞
い
酔
去
畦
が
４
１
４
１

ｍ
“
鋤
柄
‐
‐

一
一
《
１
Ｊ
凸
．

一
締
葦
隼
澗
Ｔ
ｊ
１
争
撒
徽
州
州
郷
九

零

人
狐
〃
汀
計

；

一
一
つ
り
一

一一
し
』
抑
可
ノ
ヘ
ー
，
ノ
少
、
釦
一

や
～
叫
吋
に
↓

澱
都
・
典
ノ
ヤ
鼎
可
一
脇

一

寺

■

群
も
命
量
膨
１
の
漁
〃
曙
，
９
ケ

一
Ⅷ
Ⅷ
》
舞
い
酔
去
畦
が
４
１
４
１

ｍ
“
鋤
柄
‐
‐

一
一
《
１
Ｊ
凸
．

砂
蓼
諾
臨
場
～
没
Ｔ
臆
過
１
あ
く
轍

砂
蓼
諾
臨
場
～
没
Ｔ
臆
過
１
あ
く
轍

輔
拶
《
均
す
、

象
俳
ｌ
兇
・
銚
州
慨
ぐ
う
諺

や

ｊ

ｊ
７
が
ｉ
沙
牛
埼
〃
ｈ
ｊ
Ｊ
ふ
ゑ
，
ァ
し
り
舎
理
露
玲

諺
窮
１

Ｐ 駒
〃
一
応
塗
Ｌ
い
〃
１
ｈ
Ｊ
‐
！
“
眠
い
『
仏
”
》
か
、
ム
シ

、
継
過
１

跡
や
場
洪
雌
岻
が
．
１
余
弓
、
４
Ｌ
７
ｊ
ｖ
砂
砂
箪
、
ざ

ノ
ヘ
小
・
畑
脇
ふ
Ａ
海
山
邸
１
１
１
４
１
宇
侭
撚
糸
蝋
陥

り

虫
０
舟
ア
鵬
の
～
１
僻
噸
，
、
参
７
で
ｙ
勺
績
鈴
必
庵
恥
、
卿。

イ
Ｉ
蝋
〃
！
、
‐
電
１
Ｍ
坪
、
、
〆
シ
ゞ
墓
き

り

貯
平
ｆ
ｌ
ｙ
”
誌
瓢
糊
岫

や
把
り
ァ
う
靴

墓
藍
妾

の
小
か
心
睦
リ
ト
Ｉ

沙
鼠
粋
象

催雄芦一沙
種灼防|；,雲
催雄芦一沙
種灼防|；,雲
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１
１

訓

Q

1

４
】
必
Ｐ

、
茸
口
齢

万
一
一
灘

一一

－

一

沸
刑
職
浄
ふ
愛
り
碑
７
１
個
皇
堺
！
《
叩
筆

よ
の
詩
伺
簿
～
熟
塁
ｆ
迷
～
罐
を
４
珊
呼
ぷ
し
飽
雌
圃

慰
ふ
彫
を
寿
ｉ
ぐ
ゞ
足
鐵
Ｉ
よ
き
坊
；
〃
渡
摩

粥
北
約
．
艇
や
１
等
固
ｒ
な
亀
ろ
ふ
姦
裂
誓
産
錨

泌
髄
応
耶
等
為
費
負
し
創
健
必
皇
ｒ
ｒ
靴
｜
晃

胤
塗
り
鋤
尋
零
を
塵
～
他
ら
鴬
曇
鳥
典

秘
浄
奔
桑
潅
ふ
皇
易
↓
拳
ｖ
脆
み
１
吸
灸
一
ゞ

曇
緋
洲
瀝
内
皇
ゞ
嫁
ｌ
う
＃
Ｉ
お
り
秘
尭
嫡

噸
～
冬
ｊ
な
』
易
ｊ
苧
＃
‐
潟
。
最
ｔ
心
約
麹

機
坤
ｉ
ｆ
４
職
妙
今
咄
あ
う
ら
ら
？
乞
湊
爽
一

。
亨
一

漉
豊
ヤ
ー
珍
峰
筑
准
わ
ち
必
吏
砿
一零

「

ｌ
ｌ
ｊ
ｌ
Ｉ

Ｉ
■
■
．
‐
‐
』
旧
一
旧
一
Ｐ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ｉ
Ｂ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
，
Ｉ
ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
聖
，
』

一
一

捲臺

必噌

鍾
な
た
ち
毎
ｔ
』

捲
腓
州
吟
惟
ｉ
科
ソ
や

ｆ
裂
内

嘉
吋
１
１
う
職
刊
俸
‐
沙
胤
乳
慾
ｉ
も
け
１
誉
側
棚
一

蚤毒
、
毒

癖
刎
職

’
伜
談
阿
、

‐

ー

サ
象
た
ち
妬
ｆ
、
削
り
ｌ
岬
ｊ
睦
－
し
濠
ｐ
〃
雛
“
喧

洲
１
催
ｉ
掛
り
や
率
イ
垂
ｊ
７
地
脇
引
朧
山

零
苓
蒔
リ
ー
ト
ち
‐
篭
１
甥
～
あ
袋
、
”
客
室

鰡
走
の
吟
仏
Ｊ
夷
ｊ
ろ
や
鷺
＄
没
琴
私

塗
艶
影
４
要
好
く
！
＃
も
，
４
寺
餅

腓
Ⅷ
け
ば
ｉ
科
ソ
や
女
斗
‐

分
、
ｔ
予
’
○
．
め
ど

１
Ｍ
Ⅲ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
隅
膀
Ｉ
Ⅲ
１
１

１
岬
１
〃
旧
い
Ｉ
し
穆
嬢
徴
や
劣
冷
陽
唆
遜

塞
と
ｆ
綿
Ⅶ
朧
山

、
Ｊ
瞥
切
Ｉ
め
＃
験
も
２
ち
奮
今逮奮駁

1

夕

t,J

、
乳
小
も
ｊ
心
を
Ｊ
や
排
‐
ぬ
診
完

了
叔
尭
多
」
う
領
も
鋒
懲
鯲
脅
魚
、
崎
ァ
や
建
つ
↑
畢

鯵
喧
恥
蓬
哩
端
Ｊ
５
伽
１
糾
時
鞍
ふ
１
．
陶
潅
ｆ

鮮
孔
撚
蝿
の
龍
姦
２
１
鳶
と
Ｉ
‐
錨
藍
Ｉ

L 】
■

園

■
｡

■

ザ

イ
ゾ
癌
、
弗
陥
り

■

ｒ

Ｐ
，
必

０
■
、
Ｌ
■

ｊ

い
》
吋
刷
ｆ
の
ｆ
１
１
１
野
師
１
ア
パ
昨
‐
ぺ

|‘
ｰ

患溌寛､僅少霞･偲凸〕〕

－

一

』』



一

’
澪
く
受
？
剛
を
鋸
了
灌
ャ
｜
重
鵡
今
，
、
溌

縦
け
ち
舟
浄
寒
尋
匂
洋
１
職
‐
ら
識
妙
趣

衛
私
歩
亀
盆
永
窪
詮
１
、
完
協
３
画
蜘
久

ゞ
嫌
琴
鳥
協
や
藍
§
，
聖
ゞ
室
即
今
、
ゞ
翼
乞

嘩
吟
総
式
掛
り
ら
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｉ
似
り
種
ｉ
Ｉ
１
、

渉
寺
ｆ
や
露
穆
娼
Ｉ
：
仰
勘
詠
緯
？
Ｊ
ぞ
録
謙
勿
鐡

．
、
曾
ふ
隣
吋
↓
，
…
這
類
＃
ぞ
，
や
曇
も
秘
↓
唯
《
装

臘
《
‐
人
倫
伽
ｊ
ｎ
リ
ー
タ
ル
逢
延
燃
孝
沸
点
恥
い
い
蕊
ｆ
鎖

・
返
る
Ｉ
喰
嬢
＆
爵
背
，
篭
議
ょ
参
ｖ
魁
、
魅
夢
ふ

１
ゞ
、
．
ゐ
の
り
收
髄
１
，
ｊ
や
参
篭
総
ｉ
妬
、

崎
侭
＃
７
く
脇
皇
Ｙ
脇
召
馳
上
く
げ
照
斗
も
、
芝
鵬
窓
必

澪
く
受
？
剛
を
鋸
了
灌
ャ
｜
重
鵡
今
，
、
溌

縦
け
ち
舟
浄
寒
尋
匂
洋
１
職
‐
ら
識
妙
趣

衛
私
歩
亀
盆
永
窪
詮
１
、
完
協
３
画
蜘
久

ゞ
嫌
琴
鳥
協
や
藍
§
，
聖
ゞ
室
即
今
、
ゞ
翼
乞

嘩
吟
総
式
掛
り
ら
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｉ
似
り
種
ｉ
Ｉ
１
、

渉
寺
ｆ
や
露
穆
娼
Ｉ
：
仰
勘
詠
緯
？
Ｊ
ぞ
録
謙
勿
鐡

．
、
曾
ふ
隣
吋
↓
，
…
這
類
＃
ぞ
，
や
曇
も
秘
↓
唯
《
装

臘
《
‐
人
倫
伽
ｊ
ｎ
リ
ー
タ
ル
逢
延
燃
孝
沸
点
恥
い
い
蕊
ｆ
鎖

・
返
る
Ｉ
喰
嬢
＆
爵
背
，
篭
議
ょ
参
ｖ
魁
、
魅
夢
ふ

１
ゞ
、
．
ゐ
の
り
收
髄
１
，
ｊ
や
参
篭
総
ｉ
妬
、

崎
侭
＃
７
く
脇
皇
Ｙ
脇
召
馳
上
く
げ
照
斗
も
、
芝
鵬
窓
必

豚
７
～
瀞
を
Ｉ
剛
も
蹉
郷
ｊ
錨
ゾ
ヤ
《
屋
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